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 N, P, Ca が不足していると報告されているリベリアのチーク林土壌や生長の悪い南スマトラの
チーク林土壌と本調査地のチーク林の土壌化学性を比較すると、本調査地土壌の全窒素や交換性
カリウム含有量はこれらの調査地と同等以下であった。さらに、深度 0-20cm, 20-30cm 土壌の全

















20-150cm 土壌で全窒素や交換性ナトリウムと負の相関が見られた。マツの生長は深度 0-20cm 土
壌のリン酸と正の相関があり、20-150cm 土壌の水分と正の相関が見られた。 
本調査地は多くの地点で表層土壌が非常に硬く、プリンサイト層が浅いところに分布していた。
上述の様に本調査地のユーカリはマツより生長が概して良かったが、ユーカリの生存率がプリン
サイト層が 50.8cm より浅くに出現する地点では低下するのに対して、マツでは影響が見られなか
った。これらの結果より、ユーカリはナイジェリア北部の植林には適しているが、プリンサイト
層が浅くに出現する地点では、マツの方が適する可能性が示された。 
  
以上のように本研究は、ガーナ・ナイジェリアにおける有用樹種であるチーク、ユーカリ、マツ
の生長の制限要因を明らかにして造林地に適した樹種の選択や土壌改良の重要性を示すものであ
り、西アフリカ地域における造林およびそれによる炭素隔離に関して重要な基礎的知見を与えこと
から、学位論文として十分な価値を有するものと判定した。 
 
